
5 月 13 日定例記者会見事項書 

 

令和７年 5 月 13 日（火）午前 11 時～ 

市役所本庁舎４階 庁議室 

 

１. 市長からの発表 

 

（１）にぎわい忍者回廊整備における旧上野市庁舎の外構計画 ---- （資料№１） 

 

（２）こども家庭センター なんでも相談ダイヤル新設 ------------ （資料№２） 

 

（３）令和 6 年度の移住・交流施策の実績 ---------------------- （資料№３） 

 

 

 

２．その他 

 

（１）ゴールデンウイーク中の主な観光施設の入込客数 ---------- （資料№４） 

 

（２）人権啓発パネル展 -------------------------------------- （資料№５） 

 

（3）伊賀市本庁舎アート情報 --------------------------------- （資料№６） 

 



（資料№１） 

 

担当連絡先 

伊賀市産業農林部 中心市街地推進課 

担当者名：森中、中澤 

電話番号：0595-22-9825 

 

   にぎわい忍者回廊整備における旧上野市庁舎の外構計画について 

 

１ 発表内容 

（１）内容 

旧上野市庁舎の外構工事において、建設当時の階段の一部が現存していることが確認さ

れました。この階段は、坂倉準三氏が構想した旧上野市の公共建築群における都市軸線を

示す重要な要素であり、上野城や上野公園との調和を図る上でも重要な役割を担っていま

す。 

この発見を受け、㈱伊賀市にぎわいパートナーズから、歴史的価値を有するこの階段を

可能な限り保全・復元することが提案されました。市としましても、㈱伊賀市にぎわいパ

ートナーズの提案が旧上野市庁舎の歴史的価値と建築的意義を未来に継承するものであ

り、市民の皆様にその素晴らしさを感じていただけると判断いたしました。 

現在、階段の保存と復元作業を進めております。また、この整備により生まれる平場を

広場として利活用することで、地域のつながりを一層深めることをめざしております。 

（２）事業 

にぎわい忍者回廊ＰＦＩ事業 旧上野市庁舎外構整備 

（３）所在地 

伊賀市上野丸之内１１６番地 

（４）添付資料 

旧上野市庁舎の外構計画 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧 上 野 市 庁 舎 の 外 構 計 画 



坂倉準三設計の文化財建築を再生したホテル『泊船』、 

2025年7月21日に開業決定  

― 5月13日より宿泊予約受付スタート ― 

船谷ホールディングスグループ（本社：三重県伊勢市村松町1364番地8／代表取締役：船

谷 哲司）は、三重県伊賀市の市指定文化財である旧上野市庁舎（南庁舎、1964年竣工）を

再生したスモールブティックホテル『泊船（はくせん）』を、2025年7月21日（祝）にグ

ランドオープンいたします。それに先立ち、2025年5月13日（火）11時より宿泊予約の

受付をスタート。重厚なモダニズム建築と伊賀地域の豊かな文化を融合させた唯一無二の空

間で、訪れる皆さまに心安らぐ滞在体験を提供します。 

 
スイートルーム客室イメージ 

 

■ホテル『泊船』の特徴とコンセプト 

『泊船』は、建築家・坂倉準三氏が設計した旧上野市庁舎（1964年竣工）を再生した、全19室

のスモールブティックホテルです。歴史あるモダニズム建築の魅力をそのままに、現代の快適

さを融合させ、地域と旅人に開かれた新たな場として生まれ変わります。 

建物は、自然光が降り注ぐ中庭を中心に設計され、東西南北に広がる回廊の先に客室がレイア

ウトされています。各客室からは、伊賀上野城を望む街並み、古い城下町の風情、周囲の山々

など、方角ごとに異なる景観を楽しむことができます。なかでも、かつて市政を司った旧市長



室を改装したスイートルームは、特別な存在です。重厚な歴史を感じさせる空間に、上質な寛

ぎを加え、ここにしかない滞在体験を提供します。 

さらに『泊船』は、2026年春開業予定の伊賀市立中央図書館と同一施設に位置し、宿泊しなが

ら本と触れ合える新しい体験も可能に。本施設では、地元・伊賀焼や伝統工芸品の展示、文化

イベントも予定されており、単なる滞在を超え、地域文化との豊かな出会いを育みます。 

 
スーペリアツインルーム客室イメージ 

■伊賀の文化的背景と建築再生の意義 

『泊船』が位置する伊賀市上野丸之内は、伊賀上野城公園に隣接し、俳聖・松尾芭蕉の生誕

地、そして伊賀流忍者発祥の地として知られる歴史と文化の薫るエリア。古くから京都・奈

良・伊勢を結ぶ交通の要衝として栄え、豊かな自然とともに独自の文化を育んできました。さ

らに、今回再生する旧上野市庁舎は、坂倉準三氏の「建築は生きた人間のためのもの」という

信念を体現した歴史的建造物。土地の高低差を巧みに活かした水平に伸びる建築は、周囲の自

然に溶け込むように設計され、市民に開かれた心地よい公共空間を形作ってきました。今回の

再生計画では、そうした思想を受け継ぎつつ、現代にふさわしい滞在空間へと昇華させる試み

を行っています。文化財建造物の保存と活用を両立し、地域の新たな知と憩いの拠点となるこ

とを目指す『泊船』は、旅人にとっても、地域にとっても、心豊かな時間と出会いを紡ぐ存在

となることを目指します。 



旧上野市庁舎 建築家・坂倉準三が設計し、1960年代に完成 

■予約受付開始日と開業スケジュール 

宿泊予約受付開始日：2025年5月13日（火） 

グランドオープン日：2025年7月21日（祝） 

客室タイプや宿泊プランの詳細は公式サイト（ https://hakusen-iga.com/ ）に公開していま

す。 

 

■ ホテル概要 

 

名称：泊船（はくせん） 

WEBサイト：https://hakusen-iga.com/ 

所在地：〒518-0873 三重県伊賀市上野丸之内１１

６ 

客室数：19室 

開業日：2025年7月21日 

 

 

https://hakusen-iga.com/
https://hakusen-iga.com/


■ 運営会社概要 

会社名：船谷ホールディングスグループ 

創業年：1877年 

本社所在地：三重県伊勢市村松町1364番地8 

代表者名：船谷哲司 

公式ウェブサイト：https://funatani-hd.jp/ 

 

本件に関するお問い合わせ先 

info@hakusen-iga.com 

 

https://funatani-hd.jp/


（資料№２） 

 

 

担当連絡先 

伊賀市健康福祉部こどもの育ち支援課 

担当者名：林、徳永 

電話番号：0595-22-9609 

 

   こども家庭センター なんでも相談ダイヤルの新設について 

 

１ 発表事項の概要 

  こども家庭センター なんでも相談ダイヤルを新設します。 

  0595-４１-０９３２(月曜～金曜日 午前９時～午後５時まで) 

 

２ 発表内容 

（１）内容 

 妊産婦、18 歳までの子育て家庭、こどもさん自身からの相談専用ダイヤルを新たに

設置します。誰かに話をきいてほしい、どこに相談したらいいのかわからない、サービ

スについて知りたいなど、不安や悩み、困っていることを相談できる、子育てのための

第１窓口です。 

保健師・助産師・社会福祉士の専門職等が相談に応じ、助言をしたり、関係所属・機

関へ繋げます。 

 

（２）開始日 令和７年６月２日(月) 

 

（３）場所 こどもの育ち支援課 執務室 



（資料№３） 

 

 

担当連絡先 

地域力創造部 地域創生課 移住定住係      

担当者名：本城、梅田 

電話番号：0595-22-9680 

令和 6年度の移住・交流施策の実績 

1 内容 

伊賀市では、平成 28年度に移住コンシェルジュを配置し、移住専用の相談窓口や相

談会などを行い、「移住・交流」に取り組んでいます。令和 6 年度の移住者等の実績等

は、以下の通りです。 

（１）移住実績    

 新規相談件数（件） 移住世帯数（世帯） 移住者数（人） 

Ｒ３年度 147 41 95 

Ｒ４年度 235 45 88 

Ｒ５年度 295 46 98 

Ｒ6年度 251 44 90 

計 928 176 371 

 

（２）主な取組み    
 

移住相談会及び 

プロモーション（件） 

移住セミナー

（件） 

移住者交流会

（件） 

奨学金等返還支援

（件） 

R３年度 2 2 0 - 

R４年度 7 3 1 - 

R５年度 5 4 2 9 

R６年度 3 3 2 33 

計 17 12 6 42 

・令和 6 年度は体験型移住セミナー「伊賀市空き家見学ツアー」などの体験型移
住イベントを開催しました。 
・オリジナルノベルティを作成し、相談会等で配布することで効果的な PRに繋が
りました。 

 

  



（資料№４） 
 

担当連絡先 

産業振興部 観光戦略課 

担当者名：山田、松村 

電話番号：0595-22-9670 

 

ゴールデンウイーク中の主な観光施設の入込客数 

  （単位 人） 

※令和元年の伊賀焼窯元長谷園窯出し市は入込者数データ無し。 

 

調査施設 

令和7年 

（11日間） 

4/27～5/6 

令和６年 

（10日間） 

4/27～5/6 

令和5年 

（9日間） 

4/29～5/7 

令和元年 

（10日間） 

4/27～5/6 

1 伊賀上野城 6,238 6,629 7,275 14,151 

2 伊賀流忍者博物館 7,603 8,788 9,727 22,399 

3 芭蕉翁記念館 643 695 673 982 

４ 芭蕉翁生家 253 245 201 工事 

5 蓑虫庵 386 209 129 174 

6 だんじり会館 257 298 406 2,447 

7 伊賀焼伝統産業会館 459 489 570 1,568 

8 
伊賀伝統伝承館 

伊賀くみひも組匠の里 
1,035 783 799 1,530 

9 
伊賀の国大山田温泉 

さるびの 
9,857 10,354 6,673 16,692 

10 
島ヶ原温泉 

やぶっちゃの湯 
7,248 8,182 7,212 10,432 

11 
伊賀の里モクモク 

手づくりファーム 
23,238 25,796 23,020 35,545 

12 
伊賀焼窯元 

長谷園窯出し市 
35,000 35,000 30,000 - 

 合計 92,217 97,468 86,685 105,920 



（資料№５） 

担当連絡先 

人権生活環境部 人権政策課      

担当者名：中川 

電話番号：内線 2611 

人権啓発パネル展の開催について 

 

（１）目的 

  毎月テーマを変えてパネル展を開催し、より多くの市民に人権啓発パネル等を見てもらうこ 

とで、さまざまな人権問題に触れてもらい、部落差別をはじめとするあらゆる差別の解消をめ 

ざします。テーマもそれぞれ違いますので、ひとりでも多くの市民の方に興味を持っていただ 

ければと思います。 

 

（２）展示内容 

①人権政策課「人権啓発パネル展」 

  2013年に制定された「障害者差別解消法」は、2021年に改正され、2024年 4月か

ら施行されています。このパネルでは、障害を理由とする不当な差別的取り扱いの禁止や、

合理的配慮の提供について、具体例をもとに詳しく解説しています。 

性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）による男女感での不平等や、

性別による役割意識の存在が様々な調査結果から明らかとなっています。性別にかかわりな

く多様な主体がいきいきと活躍できる社会をめざして、あらためて女性の人権について考え

るきっかけとしていただければと思います。  

 

テーマ：「障害者差別解消法」「女性の人権」（チラシ添付） 

期 間：5月 1日（木）～5月 30日（金）平日のみ午前８時 30分～午後５時 15分 

               伊賀市役所 本庁舎３階フロア （伊賀市四十九町 3184番地） 

 

②寺田市民館「じんけん」パネル展 

     被差別の立場にあった人たちが、文化の源流をつくり、支えてきたことを紹介するパネル

です。 

 

   テーマ：「差別と文化」（チラシ添付） 

期 間：５月 7日（水）～５月 29日（木）平日のみ 午前９時～午後５時   

※５月 13日（火）・20日（火）は午後７時 30分まで延長 

                   寺田教育集会所 第１学習室（伊賀市寺田 225番地） 

 

③いがまち人権センター「いがまち人権パネル展」 

2019年に実施された県民意識調査の中から差別解消三法といわれる部落問題、障がい

者、外国人に関連する調査結果について紹介していきます。差別のない社会をめざすため

に、一人ひとりができること、やってみたいことを見つけませんか。 

パネルを通じて人権とは、どのようなものか改めて考えていただきたいと思います。 

 

   テーマ：「おもいのはしわたし」（チラシ添付） 

   期 間：5月 8日（木）～5月 22日（木）平日のみ 午前 9時～午後 5時 

        ※5月 8日（木）・15日（木）・22日（木）は午後 7時 30分まで延長 

                       いがまち人権センター（伊賀市柘植町 8898） 
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ちょ うさ

の中
なか

か

ら差別
さ べ つ

解消
かいしょう

三法
さんぽう

といわれる部落
ぶ ら く

問題
もんだい

、障
しょう

がい者
しゃ

、外国人
がいこくじん

に関連
かんれん

する調査
ちょ うさ

結果
け っ か

について紹介
しょうかい

して

いきます。 

  差別
さ べ つ

のない社会
しゃかい

をめざすために、一人
ひ と り

ひとりができること、やってみたいことを見
み

つけませんか。 

パネル
ぱ ね る

を通
つう

じて人権
じんけん

とは、どのようなものか改
あらた

めて考
かんが

えていただきたいと思
おも

います。 

 

≪5月
がつ

の人権
じんけん

・平和
へ い わ

デー
で ー

≫ 

１日
ついたち

 メーデー
め ー で ー

  ／ ３日
みっか

 憲法
けんぽう

記念
き ね ん

日
び

 ／ 世界
せ か い

報道
ほうどう

自由
じ ゆ う

デー
で ー

 

５日
いつか

 こどもの日
ひ

 ／ 児童
じ ど う

憲章
けんしょう

制定
せいてい

記念
き ね ん

日
び

 

８日
よ う か

 赤十字
せきじゅうじ

デー
で ー

 

８日
よ う か

～９日
ここのか

 第
だい

２次
じ

大戦中
たいせんちゅう

に命
いのち

を失
うしな

った全
すべ

ての人
ひと

に追悼
ついとう

を捧
ささ

げる日
ひ

 

１２日
にち

 民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

の日
ひ

 ／ １５日
にち

 国際
こくさい

家族
か ぞ く

デー
で ー

 

２１日
にち

 対話
た い わ

と発展
はってん

のための世界
せ か い

文化
ぶ ん か

多様性
た よ う せ い

デー
で ー

 

２５日
にち

 アフリカデー
あ ふ り か で ー

 

 

友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

を誘
さそ

い合
あ

って学習
がくしゅう

を深
ふか

めてください。心
こころ

よりお待
ま

ちしています 

いがまち人権
じんけん

センター
せ ん た ー

パネル展
ぱ ね る て ん

 

【 期
き

  間
か ん

】 ２０25年
ねん

５月
がつ

８日
よ う か

（木
もく

）～２２日
にち

（木
も く

） 午前
ご ぜ ん

９時
じ

～午後
ご ご

５時
じ

 

※ただし、土
ど

・日
にち

曜日
よ う び

・祝日
しゅくじつ

は休館
きゅうかん

します。 

※８日
よ う か

（木
も く

）、１５日
にち

（木
も く

）、2２日
にち

（木
も く

）は午後
ご ご

７時
じ

３０分
ぶん

まで延長
えんちょう

します。 

【展示
て ん じ

形式
け い し き

】 企画
き か く

パネル
ぱ ね る

 

【展示
て ん じ

会場
かいじょう

】  〒５１９－１４０２ 伊賀市
い が し

柘植
つ げ

町
まち

８８９８番地
ば ん ち

 

伊賀市
い が し

人権
じんけん

生活
せいかつ

環境部
かんきょうぶ

同和課
ど う わ か

いがまち人権
じんけん

センター
せ ん た ー

 

電話番号
でんわばんごう

（０５９５）４５－４４８２ 

（最寄
も よ り

の Ｉ Ｃ
いんたーちぇんじ

）名阪
めいはん

国道
こ くどう

上柘植
か み つ げ

Ｉ Ｃ
いんたーちぇんじ

より、車
くるま

で約
やく

２分
ふん

 

 

おもいのはしわたし  



（資料№６） 

 

 

 

 

 

 

 

伊賀市本庁舎アート情報（5月展示）について 
 

伊賀市本庁舎を利用して、絵画等の展示場所を市民に提供することと、市民の誰もが

文化芸術に触れることができる場所を提供するために、本庁舎４階に市民ミニギャラリ

ーを設置し、作品を展示しています。 

今月の展示は次のとおりです。 

また、多くの皆さんに文化芸術に触れ親しんでいただくため、本庁舎１階にも、美術

作品や生花を展示します。 

 

（１）展示場所  伊賀市本庁舎４階 市民ミニギャラリー 

１階 玄関横 

（２）展示期間  5月１日（木）～5月 30日（金） 

         午前８時 30分～午後５時 15分（市役所の開庁時間に準ずる。） 

※準備・撤去の都合により展示のない時間帯が生じる場合があります 

（３）展示内容 

〇【４階市民ミニギャラリー】 

  伊賀市寄贈作品の展示  

  中野
な か の

 英一
えいいち

  絵
か い

画
が

展
て ん

 

〇【１階玄関横】 

  伊賀市寄贈作品の展示  

 絵画
か い が

 「鎮守
ちんじゅ

の杜
もり

」 藤原
ふじわら

 康
やす

博
ひろ

 

〇華道
か ど う

（伊賀
い が

華道
か ど う

協会
きょうかい

） 

４月 28日 ～ ５月２日 小原流
おはらりゅう

 

５月 7日 ～ ５月９日 甲 州 流
こうしゅうりゅう

 

５月 12日 ～ ５月 16日 本能寺
ほんのうじ

 

５月 19日 ～ ５月 23日 嵯峨
さ が

御流
ごりゅう

 

５月 26日 ～ ５月 30日 嵯峨
さ が

御流
ごりゅう

 

 

（４）主 催 者  伊賀市 地域力創造部 文化振興課  

担当連絡先 

地域力創造部文化振興課 

担当者名：杉永 

電話番号：0595－41－0400 


